
青少年インターネット環境整備法 
 

 「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する

法律」(青少年インターネット環境整備法) が一部改正され、平成 30 年２月１日

に施行されました。この法律は青少年が安全に安心してインターネットを利用で

きることを目的に作られています。改正された青少年インターネット環境整備法

の概要は次のとおりです。                  ※『青少年』～18 歳未満の者 

 

○携帯電話インターネット接続役務提供事業者と契約代理店の義務 

新規の携帯電話回線契約時及び機種変更・名義変更を伴う携帯電話回線契約の変更・ 

更新時に、次の①～④を義務づけ 

 

 

 

【改正点】 

・①、②、④を追加 

・フィルタリング義務の対象機器を携帯電話端末（ガラケー）だけでなく、 

 携帯電話回線を利用する機器（タブレット端末や一部ゲーム機等）に拡大 

 

 ※新潟県青少年健全育成条例も一部改正（平成 30 年４月１日施行）され、新潟県では 

  条例により、 

       上記③において、フィルタリングサービス不要の場合  又は 

       上記④において、フィルタリング有効化措置を希望しない場合 

  保護者は書面を提出することが義務づけられています。 

 

 

～フィルタリングを適切に利用しましょう～ 
  フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトへの接続を制限する設定です。

携帯電話回線だけでなく、無線ＬＡＮ回線やアプリからもインターネット接続ができて 

しまうため、それぞれにフィルタリングを設定する必要があります。 

  青少年が有害情報の悪影響を受けないよう、青少年が使用するインターネット機器は、

フィルタリングを必ず利用してください。 

  フィルタリングの利用等により、青少年のインターネット利用を適切に管理するのは、 

保護者の責務です。 

① 青少年確認 ③フィルタリング 
サービス提供 

②フィルタリング 
説明 

④フィルタリング 
有効化措置 


